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注	 衝撃的な出来事のあとの反応が、PTSDであるかどうかを見立てる場合、身近な人による支え（ソーシャル
サポート）の有無がポイントになってきます。精神的な孤立により「自分が信頼できる存在」を取り戻す機会
が失われ、トラウマ反応の悪循環にとらわれていくと考えられています。
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本章のキーワード

●子どものトラウマは、大人よりも受けやすいが、安心環境が確保されれ

ば回復も早い

●トラウマケアのポイント

①回復のキーワードは「つながり」

②ケアを行う側と受ける側の相互の信頼関係が重要

③ケアを受ける側が自分の力を実感すること（エンパワメント）

④相手を変えようとしない、相手を誘導しない

⑤相手に必要なことを穏やかに安定感をもって行う

⑥基本的な知識や情報を知ることは、評価をしないためである

⑦トラウマ体験の語りを引き出すことは避ける

●グリーフケアで大切なこと

①グリーフは誰にでも起こる自然反応である

②否定したり評価しない

③「乗り越える」ことを勧めない

④その感情・感覚を大事にする仕方を一緒に考える

⑤喪失体験を自分のペースで抱けるようになること

●災害時でも平常時でも、誰もが支援者になり得る

●相手を不要に傷つけないスキルは、誰もが必要とされている

●実際の支援は、各機関への連絡（連携）や報告が大切




